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ＮＨＫ公開セミナー「浮世絵名品展」

問い合わせ　地域福祉課社会福祉施設担当　 38-2126/FAX38-2160
Ｅメール　info＠city.ashiya.hyogo.jp　(〒659-8501　住所不要)

（仮称）芦屋市福祉センター構想策定のための市民委員募集

　

デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
に
就
い
て
半
世
紀
が

過
ぎ
ま
し
た
が
、
若
い
頃
か
ら
神
戸
の
魅

力
に 
惹 
か
れ
、
よ
く
通
っ
た
も
の
で
し
た
。

ひ

　

良
く
も
悪
く
も
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
文
化

の
影
響
が
色
濃
く
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　

戦
時
疎
開
の
延
長
で
大
阪
府
下
に
家
が

あ
り
ま
し
た
が
、
西
宮
北
口
の
親
戚
に
身

を
寄
せ
て
い
た
関
係
で
阪
急
電
車
に
乗
る

機
会
が
多
く
、
す
れ
違
う
ブ
ッ
ク
バ
ン
ド

に
ポ
ニ
ー
テ
イ
ル
と
い
う
女
学
生
の
姿
に

も
目
を
奪
わ
れ
た
も
の
で
し
た
。

　

今
に
し
て
思
え
ば
「
グ
ッ
ド
・
ハ
ウ
ス

キ
ー
ピ
ン
グ
」
等
の
家
庭
雑
誌
で
紹
介
さ

れ
る
ア
メ
リ
カ
の
生
活
ス
タ
イ
ル
が
、
阪

神
間
の
人
々
に
い
ち
は
や
く
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

と
り
わ
け
そ
の
頃
か
ら
芦
屋
の
人
々
の

　
　
　

暮
ら
し
の
中
に
そ

　
　
　

の
傾
向
は
顕
著
で

　
　
　

あ
っ
た
の
か
も
知

　
　
　

れ
ま
せ
ん
ね
。

　

私
は
、
長
く
大
阪
市
内
で
仕
事
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
仕
事
場
を

文
化
的
で
美
し
い
と
こ
ろ
に
移
し
た
い
と

考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

若
く
し
て 
馴  
染 
ん
で
い
た
阪
神
間
の
芦

な 

じ

屋
に
は
、
デ
ザ
イ
ン
の
背
景
に
必
要
な
成

熟
し
た
人
々
の
暮
ら
し
と
、
常
に
新
し
い

感
性
に
満
ち
た
文
化
風
土
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
環
境
と
し

て
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
い
う
事
で
十
四
年
前
、
五
十
余
名
の

社
員
と
共
に
大
阪
か
ら
芦
屋
へ
仕
事
の
拠

点
を
移
し
ま
し
た
。
現
在
、
東
京
銀
座
の

オ
フ
ィ
ス
と
行
き
来
し
な
が
ら
、
東
西
の

洗
練
さ
れ
た
都
市
文
化
の
下
で
仕
事
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
が
、
特
に
芦
屋
に
は
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
精
神
と
感
性
を
、
常
に
正
常
に

　
保
た
せ
て
く
れ
る
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
空
気

が
あ
り
、
と
て
も
有
り
難
く
思
っ
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
震
災
復
興
で
街
の
景
観
こ
そ
少

し
変
化
し
ま
し
た
が
、
先
人
達
が
築
い
て

こ
ら
れ
た
芦
屋
文
化
は
健
在
で
す
。
長
い

年
月
を
か
け
て
醸
成
さ
れ
た
洗
練
の
極
み

は
こ
の
街
に
住
ま
わ
せ
て
い
た
だ
く
者
と

し
て
感
謝
を
し
、
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
市
内
の
デ
パ
ー
ト
で
目
に
し
た

光
景
で
す
が
、
ご
趣
味
の
良
い
一
人
の
ご

高
齢
の
ご
婦
人
が
、
ウ
イ
ン
ド
ー
の
中
の

シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
を
楽
し
そ
う
に
選
ん
で
、

一
つ
だ
け
買
わ
れ
た
の
で
す
。
そ
の
光
景

に
一
人
暮
ら
し
に
な
ら
れ
た
今
も
、
何
時

も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン

テ
ィ
ー
を
楽
し
ま
れ
る
姿
を
想
像
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
一
つ
だ
け
の
ケ
ー
キ
を
買

い
求
め
る
客
と
そ
れ
を
和
や
か
に
受
け
る

お
店
の
か
た
…
と
も
に
洗
練
さ
れ
た
生
活

の
シ
ー
ン
を
見
る
思
い
で
し
た
。

　

そ
れ
は
、
ご
く
自
然
な
芦
屋
の
空
気
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
非
日
常
的
な
光

景
こ
そ
、
芦
屋
に
と
っ
て
は
日
常
的
な
事

だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　

お 
洒  
落 
を
し
て
街
に
出
る
。
シ
ョ
ー
ト

し
ゃ 

れ

ケ
ー
キ
を
一
つ
だ
け
買
い
求
め
る
。
そ
れ

を
自
然
に
受
け
止
め
る
。
ど
れ
を
と
っ
て

も
そ
れ
が
日
常
的
な
生
活
シ
ー
ン
に
な
る
。

　

何
で
も
な
い
人
々
の
暮
ら
し
に
、
洗
練

が
宿
る
。
そ
れ
が
芦
屋
の
文
化
風
土
で
あ

り
、
芦
屋
の
人
々
の
美
意
識
で
あ
る
と
、

ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
の
市
民
で
あ
る
と
同
時
に

一
人
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
目
に
、
印
象
深
く

映
っ
て
い
ま
す
。

●
山
田 
崇
雄
（
や
ま
だ 
た
か
お
）
氏

 　

昭
和
十
三
年
大
阪
市
生
ま
れ
。
現
在
、

 
株
式
会
社
Ｔ
Ｃ
Ｄ
代
表
取
締
役
会
長
。
グ

 
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
。
芦
屋
市
文
化

 
行
政
推
進
懇
話
会
委
員
、
日
本
広
告
制
作

 
協
会
理
事
を
経
て
同
関
西
支
部
代
表
、
大

 
阪
広
告
協
会
理
事
、
大
阪
デ
ザ
イ
ン
団
体

 
連
合
機
構
会
長
ほ
か
多
く
の
公
職
に
就
任
。

 　

多
く
の
受
賞
歴
が
あ
る
が
、
昭
和
五
十

 
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
ジ
ャ
パ
ン
グ
ラ

 
フ
ィ
ッ
ク
ア
イ
デ
ア
展
で
金
賞
・
銀
賞
を

 
受
賞
し
た
作
品
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代

 
美
術
館
に
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
。

 　

平
成
五
年
に
大
阪
市
北
区
か
ら
芦
屋
市

 
春
日
町
へ
移
転
、
現
在
奥
池
町
在
住
。

水道の修理は「芦屋市指定水道工事事業者」へ

夜間(1 7: 0 0～9: 0 0)水道修理工事当番表【４月】

問い合わせ　水道部工務課　緯38-2083

●平日の昼間は水道部へ

お尋ねください。

●土曜日・日曜日・祝日

は市役所(緯31-2121)へ

お尋ねください。

●夜間の修理は右の業者

が待機しています。

撮影・桑田敬司(ハナヤ勘兵衛)

問い合わせ　課税課固定資産税担当　 38-2017

　　店　名 TEL 当番日

2

『
美
し
い
日
常
』　
　
　
　
　
　

　
　

私
に
と
っ
て
の
芦
屋　

問い合わせ　公民館　 35-0700

(〒659-0068 業平町8-24)

計
画
」
を
作
成
し
ま
し
た

　

市
で
は
、
国
民
保

護
の
た
め
の
措
置
内

容
や
実
施
方
法
な
ど

を
ま
と
め
た
「
芦
屋

市
国
民
保
護
計
画
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
国

民
保
護
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
武
力
攻
撃

事
態
等
に
お
い
て
、

国
や
都
道
府
県
・
市

町
村
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
実
施
す
る

計
画
を
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
芦
屋
市

国
民
保
護
協
議
会
や
市
民
の
皆
さ
ん
に
意

見
を
求
め
な
が
ら
、
作
業
を
進
め
て
き
た

計
画
で
す
。

【
計
画
の
公
表
】

■
四
月
一
日
か
ら
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

図
書
館
、
公
民
館
図
書
室
、
ラ
ポ
ル
テ
市

民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
で
、
ま
た
二
日
か

ら
は
、
市
役
所
北
館
一
階
行
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

「芦屋市国民保護
問い合わせ　防災安全課　 38-2093

http://www.city.ashiya.hyogo.jp/

　（仮称）芦屋市福祉センター構想の策定にあたり、市民の皆さんの意見を反映させるため市民委員を募集します。

■募集期間　４月１日～20日　■募集人数　２人以内　■資格　市内在住・在勤・在学のかた

■活動期間　５月～12月（予定）まで（原則として平日または土・日曜日の昼間、１回２時間・７回程度開催予定）

■応募方法　住所（在勤・在学のかたは勤務先・学校名）・氏名・電話番号・生年月日・性別を記入し、「芦屋の

　福祉のまちづくり―私の意見」をテーマにした800字程度のレポートを添えて、郵送・ファクスまたはメールで

　４月20日＜必着＞までに下記へ提出してください。＊書式の規定はありません。応募原稿は返却しません。

■その他　応募作品により選考委員会で決定、結果については本人に通知します。＊謝礼・交通費をお渡しします。

平
成　

年
度
「
ひ
ょ
う
ご
健
康
夫
婦
大
賞
」
に　
　

18

    　

渡
邉
厚
氏
・
俊
子
氏
ご
夫
妻 
が
選
ば
れ
ま
し
た

　

兵

庫

県

健
康
財
団

が
募
集
し

た
「
ひ
ょ
う

ご
健
康
夫

婦
大
賞
」
に
、

松
ノ
内
町

に
在
住
の

渡
邉
厚
氏

（
九
十
五
歳
）・
俊
子
氏
（
八
十
五
歳
）
ご
夫
妻

（
右
・
写
真
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

渡
邉
厚
氏
は
、
大
学
の
薬
学
部
教
授
や
薬

品
工
業
の
取
締
役
な
ど
を
経
て
、
現
在
も
、

世
界
の
人
類
の
健
康
に
役
立
て
る
よ
う
に

と
、
ご
自
宅
の
研
究
所
で
ビ
タ
ミ
ン
の
研
究

等
に
日
々
ま
い
進
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

日
常
生
活
に
お
い
て
は
、
週
三
回
か
ら
四

回
の
水
泳
や
月
一
回
な
い
し
二
回
の
ゴ
ル

フ
を
実
践
さ
れ
、
ま
た
常
に
散
歩
も
心
が
け

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

俊
子
氏
は
、
家
事
を
一
種
の
体
操
だ
と
考

え
、
お
二
人
の
生
活
を
楽
し
む
た
め
、
ま
た

ご
自
身
の
健
康
の
た
め
に
な
る
と
家
事
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

何
事
に
お
い
て
も
プ
ラ
ス
思
考
で
考
え

て
、
毎
日
を
楽
し
く
暮
ら
す
よ
う
に
心
が
け

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

お
二
人
と
も
お
互
い
を
尊
敬
し
、
い
た
わ

り
あ
う
気
持
ち
を
強
く
持
た
れ
、
「
夫
婦
仲

良
く
健
康
に
」
と
考
え
、
明
る
く
楽
し
く
暮

ら
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

二
月
二
十
七
日
、
ご
自
宅
で
兵
庫
県
健
康

財
団
よ
り
、
書
状
と
夫
婦
茶
碗
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

高
年
福
祉
課　

　

２
０
４
４
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　市では、市内に住民登録または外国人登録をしている満70歳以上のかたに、バス運賃の助成として、年間3,000円の「阪

急バス乗車券購入助成券」を交付しています。　対象のかたには、３月29日付で助成券(昭和12年４月以前に生まれたかた

対象)を普通郵便（封筒に「高齢者バス運賃助成事業助成券のご案内」と記載）で送付しています。

 　お届けした助成券は、平成20年３月31日までに「芦屋市敬老回数カード（3,000円券、3,300円分乗車可）」と交換される

か、「高齢者用定期券《阪急グランドパス65》」購入時の3,000円分割引としてご利用ください。助成は、お一人いずれか１

回のご利用に限ります。　ご利用の際は、助成券の申請者欄に署名・押印（認め印）の上、下記で交換してください。なお、

バスの車内での交換はできませんのでご注意ください。

交換場所

  ◆市役所臨時交換所

　(南館地下１階玄関フロア)

  ◆市役所内売店

　(南館地下１階)

  ◆花岩駅前ショップ

　(JR芦屋駅前広場西階段下)

  ◆阪急バス芦屋浜営業所

　(新浜町1-3)

◆阪急芦屋川駅売店

　(阪急芦屋川駅券売機隣)

期　間　・　時　間

平日(４月３日～14日)

午前９時30分～午後４時15分

４月１日(日曜除く)以降

午前９時～午後６時15分

平成20年３月31日まで

午前７時～午後７時

４月１日以降

(平日・土曜) 午前６時45分～午後７時30分

(日曜・祝日) 午前７時30分～午後６時　　

平日(４月２日～10日)

午前９時30分～午後４時15分

４月11日(水)以降の平日

午前９時30分～午後４時15分

  ◆阪急芦屋川駅売店

　(阪急芦屋川駅券売機隣)

 取扱品目

敬老回数カード

敬老回数カード

および

高齢者用定期券

◎「高齢者用定期券」を購入のかたは、顔写真（25×30亜）と健康保険証等の身分証明が必要です。

＊昭和12年５月以降生まれで、平成20年３月末までに満70歳になられるかたには、誕生月の前月末に助成券

　を送付します。

＊助成券の再交付はしませんのでご注意ください。助成券が届いていないかたは、下記へご連絡ください。

問い合わせ　高年福祉課　 38-2044

高齢者(70歳以上)バス運賃助成事業

　次のとおり、狂犬病予防注射と犬の新規登録を実施します。 費用（１匹につき）は、

登録済みの犬・3,200円(注射料金2,650円＋注射済票550円)、新規登録の犬・6,200円

(注射料金2,650円＋注射済票550円＋登録料3,000円)です。

　お手元に送付した「通知はがき」を必ず持参の上、下記会場へお越しください。

【集合注射日程表】　①午後１時15分～２時15分／②午後２時45分～３時30分

　■４月９日(月)　①旧山手幼稚園前／②東芦屋公園

　■４月10日(火)　①呉川公園／②奥池バス停前

　■４月11日(水)　①岩園保育所前／②津知公園

　■４月12日(木)　①中央公園／②三条公園

【注意事項】

①注射の前には、必ず犬の健康状態を確認しておいてください。 

②予防注射を摂取後に、かつてアレルギーやけいれん発作を起こしたことのある犬、

　老犬（10歳以上）、妊娠犬、攻撃性のある犬などは事前に動物病院にご相談ください。

③会場に来られない場合は、６月末日までに、次の動物病院で必ず狂犬病予防注射を

　受けてください。

【市内の動物病院（順不同）】

　■フ ジ タ 動 物 病 院　　松ノ内町3-19　　 31-6500

　■ブ ル 動 物 病 院　　茶屋之町3-2　　 23-5655

　■芦 屋 動 物 病 院　　打出小槌町9-1　 22-3961

　■飯 盛 動 物 病 院　　南宮町12-24 　　 38-5554

　■野 口 動 物 病 院　　東山町2-6 　　　 32-1551

　■み や 動 物 病 院　　宮川町5-16　　　 35-1007

　■林屋動物診療室芦屋　　津知町2-21　　　 22-1155

　■シ エ ル 動 物 病 院　　岩園町25-2　　　 35-5751

　■ス タ ー 動 物 病 院　　春日町12-4　　　 35-1010

　　　　　　　　　●犬の散歩中などは、鎖などでつないでおきましょう。

　　　　　　　　　●犬の散歩中などのふんは、飼い主の責任で後始末をしましょう。

　　　　　　　　　●鑑札を犬の首輪に着けましょう。鑑札から飼い主が分かります。

　　　　　　　　　犬が迷子になった時は、次の３カ所すべてに、至急ご連絡ください。

環境課 38-2050／芦屋警察署 23-0110／兵庫県動物愛護センター 06-6432-4599

マナー＆
便利メモ

問い合わせ　環境課　 38-2050

春の公民館講座
問い合わせ　公民館　 35-0700/FAX31-4998(〒659-0068 業平町8-24)

　幼児教育学級－「親子でハッピー」な子育てをめざして＜全４回＞

■日時　５月９日～30日(水)午前10時～11時30分　■会場　市民センター 203室　■内

容　「絵本を子育てに活用しよう」スマイルハート工房代表・孝岡眞理子氏ほか　■定員

40人(託児あり)　■受講料　1,300円(託児1回300円)

　2007年サイエンス・トピックス－最先端の科学を知ろう＜全４回＞

■日時　４月21日～７月21日(土)午前10時～11時30分　■会場　市民センター 301室ほ

か　■内容　「最新クローン技術の解説」理化学研究所チームリーダー・若山照彦氏ほか

■定員　60人　■受講料　1,300円

　歴史を探る－日本の謎　Part４＜全６回＞

■日時　４月27日～９月21日(金)午前10時～11時30分　■会場　市民センター 401室　

■内容　伊勢物語と在原業平、雨森芳洲と日朝関係、森鴎外「山椒太夫」の舞台裏ほか

■講師　歴史研究家・菅原美文氏　■定員　60人　■受講料　1,900円

　スケッチ画入門 －芦屋の街をスケッチしよう＜全５回＞

■日時　５月14日～７月９日(月)午前９時45分～11時45分　■会場　市内各所　■内容

スケッチ入門講座(鉛筆と透明水彩絵の具)で芦屋風景をスケッチ。街の魅力を再発見!

■講師　画家･森茂子氏　■定員　35人　■受講料　2,000円

　世界はニュースだけではわからない（時事経済解説）＜全６回＞

■日時　４月21日～９月15日(土)午後２時～３時30分　■会場　市民センター 401室　

■内容　「現代世界を読む2007年－日中韓関係」神戸学院大学教授・谷口弘行氏ほか　■

定員　100人　■受講料　1,900円

　こどもを上手に育てる法＜全３回＞

■日時　５月12日～７月14日(土)午前10時～11時30分　■会場　市民センター 401室　

■内容　「ストレスにさらされている子どもたち」ほか　■講師　六甲カウンセリング研

究所所長･井上敏明氏　■定員　60人　■受講料　1,000円

【申し込み】

　　はがきかファクスで①講座名 ②住所 ③氏名 ④電話番号を記入し、４月10日（火）　

　＜消印有効＞までに公民館へ。応募多数の場合は、抽選（市内在住のかた優先）。

　※託児は、申し込み時に「託児希望」と記入のこと。２歳児以上就学前の幼児対象。

　市立芦屋高等学校は、本年３月31日

をもって閉校となりました。

　今後、卒業証明書・成績証明書等の

発行は、教育委員会管理課となります。

　証明が必要なかたは、事前にご連絡

の上、印鑑と本人の身分を証する運転

免許証(または健康保険証)等を持参し、

下記へ申請してください。

　高浜町10街区に、新たな住宅地が生まれま

した。芦屋庭園都市のモデル地区として、花

と緑いっぱいの街になっていく予定です。

　宅地分譲は、全126区画を建築条件付宅地と

して行いますが、第１期として５月中旬に200

㎡～300㎡の35区画の分譲を予定しています。

　「友の会」会員として登録いただいたかたに、

今後の分譲情報をお送りする予定です。

　ご希望のかたは、下記へご連絡ください。

高浜用地 ５月中旬に分譲予定市立芦屋高等学校閉校後の
証明書等の発行について

問い合わせ
教育委員会管理課　 38-2085

問い合わせ　 0120-666-194
「芦屋高浜 松韻の街」友の会事務局

～分譲情報を希望者に随時送付します～

芦屋さくらまつり写真コンクール

問い合わせ　芦屋観光協会
38-2033(経済課内)

　市内の桜、また芦屋さくらまつり会場の風

景の写真を撮って、ご応募ください。

■規格　カラープリント４ツ切（ワイド、組み

写真は不可）、デジカメプリントＡ４判　■応

募点数　１人２点まで　■応募方法　４月９

日～20日までに、所定の応募用紙（応募作品の

裏面に必ず貼付）に必要事項を記入し、下記へ

ご持参ください。　※商工会ホームページ

（http://www.ashiya-net.or.jp）で応募用紙

をダウンロードできます。応募作品は返却し

ません　■賞・賞品　最優秀賞（市長賞）ほか

春の公民館講座 開講記念講演会

■日時　４月７日(土) 午前10時～11時30分

■会場　市民センター

音楽室　■テーマ　芦

屋川の流域と生活史　

■講師　園田学園女子

大学教授・田辺眞人氏

■定員　先着100人　

■参加料　300円　■

申し込み　直接会場へ 田辺眞人氏

問い合わせ　公民館
35-0700(業平町8-24)

狂犬病予防注射と犬の新規登録

■日時　４月26日(木) 午後２時～３時30分　■会

場　ルナ・ホール　■内容　「ギメ東洋美術館の浮世

絵とその魅力」大阪市立美術館学芸員・秋田達也氏

■申し込み　往復はがき（１枚に１人）に、住所・氏

名・電話番号を記入し、４月11日（水）＜必着＞まで

に公民館「ＮＨＫ公開セミナー」係へ。

※参加者には、５月27日まで大阪市立美術館で開催

　中の「浮世絵名品展」の招待券（１人１枚）を進呈

　します。

固定資産税の縦覧

　平成19年度の固定資産税に係る縦覧を、次のとお

り行います。

■期　間　４月２日～５月１日（土・日・祝日を除く）

■時　間　午前９時～午後５時15分

■会　場　市役所南館１階　課税課南相談室

■対　象　原則として、固定資産の所有者、または

　　　　　その代理人

■持ち物　本人確認のために、前年度の納税通知書、

　　　　　または運転免許証か健康保険証等を持参。

　　　　　代理人のかたは、委任状も必要です。

固定資産税台帳に
登録された価格に関する
審査の申し出

　固定資産課税台帳に登録さ

れた価格に不服がある場合は、

４月２日（月）から納税通知書

の交付を受けた日後60日まで

の間、文書により固定資産評

価審査委員会に審査の申し出

をすることができます。

問い合わせ
固定資産評価審査委員会
38-2010(南館２階)

    ◆阪急バス芦屋浜営業所

　(新浜町1-3)
４月１日以降

午前７時～午後７時

４月11日(水)以降の平日

午前９時30分～午後４時15分

　４月１日から、70歳未満のかたの入院時の支払いは自己負担限度額までとなり

ます。70歳未満のかたが入院したとき、３月までは医療機関窓口で一部負担金（医

療費の２割または３割）を支払い後、自己負担限度額（世帯の所得によって異なり

ます）を超えた額について、高額療養費の申請により国保から支給していました。

　70歳以上のかたについてはすでに実施していましたが、70歳未満のかたについ

ても、４月１日から「限度額適用認定証」を提示することによって、入院時の一医

療機関の窓口での支払いが自己負担限度額までで済むことになりました。

　入院する場合、自己負担限度額を超える医療費の支払いが見込まれるときは、

あらかじめ国保に申請し、この「限度額適用認定証」の交付を受けてください。

※ただし、上記が適用されるのは、保険料に未納がない世帯に限ります。

入院時の高額医療費の支払い
70歳未満のかたも自己負担限度額までとなります

問い合わせ　保険医療助成課保険担当　 38-2035


